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【お問い合わせ】 

災害前より良い仕組みづくりを目指して 

あさくら杉を利用した化粧品を商品化 

平成29年7月九州北部豪雨災害で被災した朝倉市を支援しようと九州大学復興支援団と芸術工

学研究院は様々な支援活動をおこなってきました。その活動の一環で芸術工学研究院プロダクト

デザイン研究室と、トポスデザイン株式会社は、朝倉の杉を使った「鵜」の“おきあがりこぼし”

をデザイン・制作しました。この“おきあがりこぼし”は、福岡県のふるさと納税の返礼品など

広く展開されました。また、「おきあがりこぼし展」を企画・開催し、それらによる寄付金は、新

たに設立された「あさくら杉 未来構想基金」として活用され、朝倉市の次世代への災害の伝承と

復興支援、産業支援、子育て支援の思いを込め朝倉市の新生児にファーストトイ（初めてのおも

ちゃ）として配布しました。 

あさくら杉を通して様々な支援を続けていた中で、更に持続的に支援するためには、多様な関

係者による支援の「仕組み」を創り上げるという思いで、今回は、株式会社ゼックフィールドと

トポスデザイン株式会社と芸術工学部未来構想デザインコースのプロダクトデザイン研究室が協

力し、あさくら杉から抽出したオイルを利用した商品(エッセンシャルオイル、芳香水、蜜蝋ワ

ックス、温泉化粧ローション、温泉洗顔フォーム、温泉美容クリーム)を開発しました。

この商品は、家具や玩具を制作した時の端材や焼却処分する枝葉から精油されたものを利用し、

株式会社ゼックフィールドのウルトラファインバブル技術を利用して乳化剤不使用の液体を製造

しました。トポスデザイン株式会社と芸術工学部未来構想デザインコースのプロダクトデザイン

研究室は商品のデザインとそのブランド「AZesse アゼッセ： Asakura + Zero Emission Cycle + Esse 」づく

りを行いました。 
この商品の開発は、端材や枝葉を用いることで、あさくら杉を無駄なく利用することにより、

林業―産業―地域支援を連続してつなげようというものです。 

オンライン及び県内各地で発売展開を予定しており、この商品とその流通を通じ、持続可能な

復興支援・地域産業支援を構築していきます。

開発・技術に関する事： 

株式会社ゼックフィールド  

取締役社長 其田 桂子  

TEL: 092-624-4335 

E-Mail: abies@zec-field.co.jp

商品・流通・販売に関する事： 

トポスデザイン

代表取締役 東徹太郎

TEL: 092-918-1133

E-mail:info@topos-ds.com

デザイン・支援に関する事： 

九州大学芸術工学研究院 

教授 尾方 義人  

E-mail:ogata@design.kyushu-u.ac.jp

研究者からひとこと：災害復興は継続的に行っていかなければなりませんが、この復興支援を

利用して、災害前より良い仕組みづくり（レジリエンスデザイン）をめざしています。あらゆ

る地を結集した支援体型が朝倉地域に重要です。そして更にその方法は他の被災地にもお役に

たてると信じて、これからもデザインからの復興支援を行っていきます。 


